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コバルトを取り扱う某合金工場従業員 733 名を対象とした。この内 27名は入社前よりアトピー症状を示したので除





阪大大型計算機において SPSSX フ。ログラムを用いて解析した。質問票の信頼性と妥当性は 95%以上で実用的に充分
と考えられた。
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総 IgE 値の幾何平均は， 531U/mlであり 10g 変換後の総 IgE 値は従来の報告通り正規分布を示した。各ライフ
スタイル項目を IgE 値の分布を考慮して，良いライフスタイルと悪いライフスタイルに二分し，年齢，曝露をコント
ロールしたうえで両群聞の 10g (IgE) を比較すると 3項目にのみ有意さがみられた。さらに多重ロジスティック解析
を行うと単独で有為な IgE の変動をきたす項目は認められなかった。そこで良いライフスタイルを行うと IgE 値を
上昇，下降，無変化させる 3群に 17項目を分け，分散分析を用いて前 2群について解析を行うと，上昇群 (UNF) では
5項目，減少群 (DNF) では 3項目を組み合わせると IgE 値の有意な上昇，減少を誘導できた。この両因子を総合化し
HPIA因子= DNF + (5 -UNF) を作成すると，因子の数 (0--8) に従って IgE 値の上昇，減少共に説明が可能とな







の項目を組み合わせると有意に変動させることが判明した。すでに IgE 値の減少はがんの， IgE 値の上昇はアレルギ一
発症の予知因子と考えられており，作成された UNF， DNF の意義は健康増進によって IgE を上昇させ，一方悪習予









biological -marker の一つである総 IgE 値と 17 項目の生活習慣の関係を検討すると 8つの因子が抽出された。こ
のうち 3つ(喫煙，飲酒，多忙感)は高い IgE 値を正常内に滞める因子であり， 5つ(運動，睡眠，労働時間，趣味，ス
トレス)は低い IgE 値を正常内に滞める因子である。これらを総合した因子として HPIA (Health Practice Index 
in Allergic Reaction) を作成すると総 IgE 値及び特異 IgE 値の有意な変動が説明可能であった。以上の結果より
個々人のライフスタイルによりアトピーのリスク集団が特定され，どのようなライフスタイル要因をコントロールすれ
ばアトピーの発症を予防しうるかを科学的に予測可能になった。よって，本研究は，学位の授与に値すると考えられる。
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